
研究レビュー

　持続可能性を中核に経営理念やビジネスモデルを変革する共通価値の創造は、地域や自然に根差す農業経
営にこそ適した経営戦略であり、多様な経営資本の改善を通じて経済的成果につながることが知られていま
す。本稿では共通価値の創造の有効性の評価、農業経営に求められる経営管理とその支援の在り方を概観し
ます。

続可能な活動に投資することは、単に製品やサービ
スの付加価値向上という効果だけでなく、多様な経
営資本の改善を通じて企業の価値を高める戦略なの
です。なお、農林業に限定しても、CSRは財務的成
果を高める傾向にあります（Zeng and Jiang, 2023）。
　このCSRと経済性の正の関係は中小企業でも同様
に確認されています（Oduro et al., 2022）。しかも、
CSRが多様な経営資本に与えるプラスの影響は、大
企業よりも中小企業の方が強いという結果もありま
す（Hou et al., 2016）。この理由として、小規模経
営ほど柔軟な組織体制で効果的なCSR活動が実践で
き、さらに、それが利害関係者からの支援を受ける
きっかけにもなるとされています。つまり、中小企
業こそが、持続可能な活動を経営の中核に据えた
CSVに適した組織形態であると考えることもできる
のです。さらに、日本の農業法人を対象とした分析
でもCSVの有効性が示されています（吉田，2025）。

３．自然や地域に根差した農業経営戦略

　そもそも、中小企業にとって地域社会とのつなが
りの強さこそが持続可能な活動の原動力です。地域
社会の規範や価値観が中小企業の経営者の環境対策
への積極的態度に影響を与え（Roxas and Coetzer, 
2012）、農業でも、経営者の地域への愛着（place 
attachment）が環境保全活動を促進します（Li et 
al., 2023）。さらに、農業者が地域への帰属意識に
生態系への肯定的態度を併せ持つと、環境保全型農
業にも積極的になります（Meng and Si, 2022）。日
本の農業法人の経営理念をテキストマイニングした
結果によれば、稲作法人において「地域」や「自然」
を意識していることも示されています（犬田・渋谷，
2020）。以上のことから、地域や自然との結びつき
が他産業よりも強いと考えられる農業経営では、積
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１．農業経営に求められる共通価値の創造

　持続可能性と経済性の両立によって競争力を高め
る経営戦略を共通価値の創造（Creating shared val-
ue, CSV）と呼びます（Porter and Kramer, 2011）。
この持続可能性には環境負荷の低減や生物多様性の
促進、人々の健康の増進や貧困の削減という幅広い
社会課題の解決が含まれます。CSVの要点は、こう
した社会課題の解決に資する製品・サービスの開発
や製造プロセスの再構築を経営理念・戦略の中核に
置き、それに必要な組織能力や経営資源の開発にも
投資することです。食料・農業・農村基本法の一部
改正（2024）では「環境と調和のとれた食料シス
テムの確立」が基本理念として新設され、同時に、
農業の生産性の向上や農業法人の経営基盤の強化が
追記されました。つまり、CSVは農業経営に求めら
れる経営戦略の一つに位置づけられると言えます
が、大企業中心のCSVという概念の中小規模の農業
経営への適用可能性はまだ検討の初期段階です。

２．CSVにおける中小企業の強み

　事業の持続可能な活動と経済的競争力の関係性に
ついては、企業の社会的責任（Corporate social 
responsibility, CSR）の研究蓄積があります。複数
の研究結果を統合したメタアナリシスを用いた分析
結果によれば、景気変動の影響や内生性という推計
上の課題に対応した上でもCSRと財務的成果には正
の関係があります（Huang et al., 2020）。さらに、
同様の手法で、CSRによる企業の評判の向上、利害
関係者（顧客、従業員など）との信頼構築、資本調
達コストの低減、イノベーションの促進が経済的成
果につながるメカニズムも示されています（Vish-
wanathan et al., 2020）。つまり、企業にとって持
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極的にCSVを実践する可能性が高いと推察されま
す。
　ところが、農業における持続可能な活動と経済性
の関係性は単純ではなく、日本の未上場の農業関連
企業の公開情報から持続可能性スコアを算出する
と、純収益とは負の関係が見られました（Wang 
and Shimokawa, 2025）。そこで、CSVの核である
戦略的意図に着目して、有機農業を実践する農業法
人に関する研究結果を例にみると、「従業員の夢の
実現」という経営目的と高付加価値化の追求という
経営戦略が明確に観察され（上西・南石，2024）、
他の環境保全型農業と比較しても有機農業経営では
販売単価の高い販路への意識的移行が収益性の改善
に貢献していることがわかりました（Inoue, 2025）。
ただし注意を要するのは、有機農業という環境的に
持続可能な活動を行うこと自体が競争力につながる
のではないということです。吉田ら（2024）は、
有機農法の中でも有機JAS認証を取得した農業法人
ほど経営理念や行動原則の策定に積極的で売上高成
長率も高いことを示しました。つまり、経営管理の
中で活動の目的や戦略を明確にする姿勢が重要だと
言えます。
　最後に、農業法人等が農村の課題解決に資するた
めには、多様なステークホルダーとの連携によって
地域のニーズに則したイノベーションを起こすこと
が重要です（OECD, 2022）。その点でも、中小企業
の自由なアイデアや柔軟な協力関係がオープンイノ
ベーションに有利に働きます（Albats et al., 2020）。
一方で、中小企業では外部からの知識を組織にいか
す学習能力に課題があるとされ、これはCSVの実現
にも影響するのです（Campos-Climent and Ra-
mon, 2017）。
　以上より、農業におけるCSVには、経営戦略の視
点とステークホルダーとの円滑な連携が課題です。
この課題解消のためには、経営者や経営陣が意識的
に経営管理スキルを高め、行政や研究機関も単なる
持続可能性の啓発や技術普及を超えて、有効なビジ
ネスモデルの策定支援や、多様な主体との交流の場
を創出することなどの役割が期待されます。
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